
　　平成27年度　中国四国学生柔道体重別団体優勝大会（第17回）　大会要項

１．大会名 平成27年度　中国四国学生柔道体重別団体優勝大会（第17回）
本大会は平成27年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会に出場する本連盟代表校の選考を兼ねる。

２．主催　　 中国四国学生柔道連盟
３．主管 松山大学柔道部、愛媛大学柔道部、香川大学柔道部、高知大学柔道部、徳島大学柔道部、

松山東雲女子大学柔道部、松山東雲女子短期大学柔道部、鳴門教育大学柔道部
４．後援 毎日新聞社・愛媛新聞社・（一財）愛媛県柔道協会
５．期日 平成27年　8月　30日（日）　　

　開場：8時00分　試合開始：９時３０分
６．会場 愛媛県武道館 松山市市坪西町551番地
７．競技規則 (1)参加資格 ①本連盟に加盟する大学(校)柔道部員で、平成27年度登録承認

　(8月29日現在)された者で柔道部長が試合出場可能と認めた者。
②在学中、実業団その他の職域チ－ムに属し、その試合に出場していない者
③本大会への選手登録（実際の試合出場）回数が４回以下の者。
（但し、医学部、歯学部，薬学部，獣医学部の学生は、６回以下の者）

(2)チ－ム編成 ①男子：１大学１チ－ムとする。
②６０ｋｇ級　２名、６６ｋｇ級　２名、７３ｋｇ級　２名、８１ｋｇ級　２名、
　９０ｋｇ級　２名、１００ｋｇ級　２名、１００ｋｇ超級　２名
　但し、選手は、１階級上の階級にエントリ－することができる。
また、エントリ－した階級において１階級重いクラスでの出場を認める。

(3)試合方法 ①試合は各チ－ム７名の点取り方式によるト－ナメント戦とし、
　試合の選手の配列は、抽選[7月11日(土)]をもって決定する。
②１回戦のオ－ダ－は、試合開始３０分前までに大会本部へ提出する。
③２回戦以降は、対戦校の決定したした試合終了後，５分以内に大会本部へ
　提出する事。５分を過ぎてもオ－ダ－が提出されない場合，呼び出しを行う。
　呼び出し後，さらに５分経過しても，未提出の場合は自動的に前回戦の
　オ－ダ－とする。

(4)審判規定 ①国際柔道連盟試合審判規定による。
　試合運営上、審判員は4審（ジュリー含む）制、公式計量は前日に行うこととする。
②判定基準は、「有効」以上とする。
③チ－ム間の勝負の決定は、勝者の多い方を勝ちとし、勝者同数の場合は
　下記の点数の内容差で決定する。勝者、内容とも同一の場合は、引き分けた
　階級の中から１組を抽選し、代表戦を行い勝敗を決定する。
　ただし、両者反則負け等で勝敗のつかない場合は他の残りの中から
　 再抽選し、再試合を行う。
　　なお、引き分けの階級がない場合においては、両者反則負け等で勝敗が
　決していない階級の中から１組を抽選し、勝敗を決定する。（代表戦の判定基準は
「有効」または「指導1」以上とする。：代表戦は個人戦と同じルール）

一本勝 １０点 技有勝 ７点 有効勝 ５点

(5)柔道衣 原則として、(公財）全日本柔道連盟柔道衣規格に合格した柔道衣を着用すること。
（2014年度のルールを適用し、2017年度から新規定を採用する）

(6)ゼッケン ①出場選手は必ず所定のゼッケンを柔道着につけること。

　・布地は白色（晒　　太綾）
　・サイズは横３０±３ｃｍ
　　　　　　縦２２±３ｃｍ
　・苗字（姓）は上側２／３
　　大学名　　は下側１／３
　・書体は太いゴシック（楷書）
　・男子は黒色（女子は赤色）
　・縫い付けの場所は後ろ襟から１０ｃｍ
　　対角線に強い糸で縫い付けする。
　・ゼッケンへの記載は姓と大学名のみとする。
（但し，全日本学生優勝大会において取付けたゼッケンは，使用可）

８．全日本出場枠 本連盟からの全日本出場枠は、次の通り。
①上位３校
（三位２校より全日本出場決定戦を行う。）
　上記チ－ムに、平成27年10月24日(土)・10月25日(日)に行われる平成27年度　
全日本学生柔道体重別団体優勝大会（第17回）の出場権を与える。

９．表彰 ①優勝校、準優勝校、第三位(２校)を表彰する。
②本大会で活躍した選手（若干名）には、優秀選手賞を授与する。

１０．優秀選手選考 (1)優秀選手の選考は、別に定める優秀選手選考委員により、決定する。

１１．選手計量 計量は、試合前日に行う。（体重別選手権大会終了後）
場所： 愛媛県武道館
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時間： 8月　29日(土)　 予備計量　30分間
公式計量　30分間
※本計量は、１回計量とする。

　但し、前日の体重別選手権に参加した階級と同じ階級に参加する場合は、

計量を免除する。

 ＊上記の者以外は計量を行う。

１２．審判員 (1)愛媛県柔道協会審判員および中国四国学生柔道連盟審判員による。

１３．参加申し込み (1)申込先　　 〒790-8578　　松山市文京町4-2　　 　　
　松山大学　情報センター事務部　　浜岡　富雄
TEL 089-926-7279 FAX 089-926-7303
E-mail:hamaoka@matsuyama-u.jp

(2)申込締切日 平成27年7月31日（金）　必着
(3)申込方法 平成27年7月11日（土）松山大学にて行われる

中国四国学生幹事会にて詳細を説明
(4)参加費 　　１大学３０，０００円
(5)選手変更 ①エントリ－後の選手変更は、その都度大会事務局に連絡し、

　最終的には、8月28日審判監督会議終了後に受け付けるが
　これらの変更は、すべてエントリ－後の負傷、学業の都合等
　やむを得ず交代するものに限る。
　ただし、階級間の移動は認めない。
②体重別選手権大会で負傷し、それによって勝負が決まった者
　に限り、体重別選手権大会終了後、大会本部に於いて、体重
　別団体優勝大会の出場選手の選手変更を受け付ける。

１４．組み合わせ (1)中国四国学生幹事会において、抽選・組み合わせを行う。
(2)シ－ド基準 ①前年度優勝校、準優勝校を振り分けると共に、三位２校を

　シ－ドする。
　　 　（前年度優勝校と出場決定戦の敗者、準優勝校と勝者となる

　　よう割り振る。）

１５．審判監督会議 (1)日時：平成27年8月28日（金）午後4時15分より
   会場：愛媛県武道館大会議室　　松山市市坪西町551番地

TEL　089-965-3111
*　大会上の注意事項の伝達や、プログラムの配布をするので必ず参加すること。

１６．疑義の解決 本大会において、本要項以外の疑義が生じた場合は、大会委員長のもとで
委員全員の合議により、解決する。

１７．安全対策 主管校は、大会出場選手に対する傷害保険に必ず加入すると共に、救急指定病院
の手配を行う。試合場で応急措置は施すが、それ以上の責任は負わない。
大会当日、出場選手は必ず保険証（コピ－不可）を持参すること。

１８．練習場 中国四国学生柔道連盟幹事会にて説明を行う。

１９．大会事務局 〒790-8578　　松山市文京町4-2　　 　　
　松山大学　情報センター事務部　　浜岡　富雄
TEL 089-926-7279 FAX 089-926-7303
E-mail:hamaoka@matsuyama-u.jp

　(注)　参加校指導者、監督、選手は健康に充分なる配慮を行い、大会参加が可能であることを確認した
　　　　うえで出場させること。


